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11..ババスス路路線線のの現現状状   

1.1. 市街化調整区域への乗入状況 

 
 
 
  

＜沿道状況＞ 
・地下鉄駅と飛び地となっている市街化区域

（北丘珠、中沼西）間を運行し、終点は中

沼団地に位置する。 
・市街化調整区域区間は沿道に住宅が点在し、

「丘珠小学校前」バス停付近には、住宅が

まとまりをなして立地している 
＜バス利用状況＞ 
・市街化調整区域区間のバス停における乗車

人員が非常に少ない 
・市街化調整区域内ではあるが、上述の「丘

珠小学校前」バス停や、中沼団地に位置す

る「中沼小学校通」での乗車人員は比較的

多い。 
・地下鉄駅に次いで乗降人員が多いのは「丘

珠高校前」で、通学利用の多い路線である

ことを示している。 
・路線末端（中野～中沼小学校通）は１便あ

たり乗車人員が 2～7人と少ない。 

路線例① 【東７６（北海道中央バス（旧市営））】 
 （北 34条駅～新道東駅～丘珠～中沼小学校通） 
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路線例② 【東６１（北海道中央バス（旧市営））】 
 （東保健センター～環状通東駅～丘珠～中沼小学校通） 
 
 
 ＜沿道状況＞ 
・地下鉄駅と飛び地となっている市街化区域（北丘珠、中沼

西）間を運行し、終点は中沼団地に位置する。 
・市街化調整区域区間は沿道に住宅が点在し、「丘珠小学校前」

バス停付近には、住宅がまとまりをなして立地している 
＜バス利用状況＞ 
・市街化調整区域区間のバス停における乗車人員が非常に少

ない 
・市街化調整区域内ではあるが、上述の「丘珠小学校前」バ

ス停や、中沼団地に位置する「中沼小学校通」での乗車人

員は比較的多い。 
・地下鉄駅に次いで乗降人員が多いのは「丘珠高校前」で、

通学利用の多い路線であることを示している。 
・路線末端（中野～中沼小学校通）は１便あたり乗車人員が

5人程度と少ない。 
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路線例③ 【東７９（北海道中央バス（旧市営）） 
 （環状通東駅～丘珠空港通～豊畑～中沼小学校通） 
 
 ＜沿道状況＞ 
・地下鉄駅と中沼団地を結ぶ。 
・「北 37東 27」付近は、道路の片側が市街化調整
区域となっている。 
・市街化調整区域区間は沿道に住宅が点在し、終

点の「中沼小学校通」バス停は、中沼団地に位

置する。 
＜バス利用状況＞ 
・市街化調整区域調整区域内のバス停における乗

車人員が非常に少ない 
・市街化調整区域内ではあるが、中沼団地に位置

する「中沼小学校通」の乗車人員は比較的多い。 
・路線末端区間（豊畑～中沼小学校通）は１便あ

たり乗車人員が 3人以下と非常に少ない。 
・道路の片側が市街化調整区域となっている停留

所（北 36 東 27～北 37 東 29）の乗車人員はそ
の他の市街化区域と比べ少ない。 
・「環状通東駅前」以外では、東陵高校近傍の「伏

古 13条 5」、大型スーパー近傍の「伏古 13条3」
での乗降人員が比較的多い。通学、買い物での

利用が多いと推察される。 
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路線例④ 【東６９（北海道中央バス（旧市営））】 
 （環状通東駅～東営業所～中沼小学校通～あいの里教育大駅） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜沿道状況＞ 
・地下鉄駅と市街化調整区域内の中沼団地、福移の集落を経由してあいの里を結ぶ。 
・市街化調整区域区間は沿道に住宅が点在し、途中の「中沼小学校通」バス停は、中沼団地に位置する。 
・「福移小学校通」近傍の福移小中学校は小規模特認校である。 
・その他、篠路清掃工場や、リサイクル団地が沿道に立地している。 
・市街化調整区域調整区域内のバス停における乗車人員が非常に少ない 
・市街化調整区域内ではあるが、指定道路団地に位置する「中沼小学校通」での乗車人員は比較的多い。 

＜バス利用状況＞ 
・路線延長が約 16kmで市内で延長の長い路線のひとつである。 
・市街化調整区域内のバス停における乗車人員は非常に少ない 
・市街化調整区域内ではあるが、中沼団地に位置する「中沼小学校通」、福移小中学校近

傍の「福移小学校通」の乗車人員は比較的多い。 
・市街化区域では、東陵高校に近い「東苗穂 10条 3」で乗降人員が多い。 
・「環状通東駅前」まで行かず「東営業所」で打ちきりとなる便があることから「東営業

所」での乗降人員が比較的多い。 
・路線末端区間（豊畑～中沼小学校通）は１便あたり乗車人員が 3人以下と非常に少ない。 
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1.2. 交通弱者に対応する路線の状況 

1.2.1. 高校生に対応したバス路線 

（１）高校の立地状況とバス路線 
市内の高校の多くは、地下鉄・ＪＲ駅から離れた場所に立地しており、これら高校へ通学

するための公共交通機関は、実質的にバスのみとなっている。 
駅徒歩圏外に立地する高校へ接続するバス路線を抽出すると下図のとおりになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2-1  高等学校の位置と接続バス路線の現状  

（２）バスによる登下校の状況 
 

【事例１：一般便の通学利用・札幌丘珠高校と「東 61丘珠線」】 
平成 12年 9月乗客利用実態調査結果より（注：当時市営バス路線）  

郊外立地の札幌丘珠高校に接続する旧市営バ

ス「東 61」では、起点方向の乗車人員 614人の
うち、約1/3の202人が丘珠高校前で乗車する。
年齢帯別時間帯別乗客構成グラフと併せると、

この路線は丘珠高校への通学利用が多い路線と

考えられる。 
 ダイヤの面からも、郊外へ向かう路線にも関

わらず通学時間帯である７時～８時台に計６便

が設定されており、通学需要対応と考えられる。 
 なお、当該区間には、他に北 34条駅・新道東
駅に接続する東 76が運行されており、起点方向
乗車人員 1,299名のうち、約 1/5の 263人が丘
珠高校前で乗車する。 

 
 
 
 
 
 

                          図 1.2-2 バス停別乗車人員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2-3 バス時刻表（環状通東駅発）        図 1.2-4 年齢帯別時間帯別乗客構成 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

早
朝

朝
ラ
ッ
シ
ュ

日
中

夕
ラ
ッ
シ
ュ 夜

深
夜 計

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代

40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

1

1

14

17

7

9

37

2

1

14

5

20

202

46

75

18

3

24

118

32

34

15

366

25

8

11

75

9

5

2

9

14

13

11

4

36

1

0 100 200 300 400

東保健センター前

東区役所前駅

北15東9

環状通東駅前

北18東17

北19東20

開成高校前

北24東21

北34東26

北36東27

丘珠神社前

丘珠中央

丘珠小学校前

中沼通

丘珠中学校前

丘珠高校前

丘珠鉄工団地前

モエレ団地前

中野

水揚場

中沼小学校前

中沼小学校通
終点方向
（計670人）

起点方向
（計614人）

【札幌丘珠高校】 
全校生徒 約 1,000 人 石狩第２学区（東区） 
 
【東 61 丘珠線】 
東保健センター  ～ 中沼小学校通 
環状通東駅  

往路 29 便、復路 30 便（平日） 
※終点方向の朝・夕ラッシュ時は全て環状通東発  
なお、便数は現在の時刻表に基づく。  
１日あたり乗車人員 1,284 人（平成 12年度調査）  
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【事例２：通学専用便による対応・稲北高校】 
 札幌市手稲区の市街化調整区域に立地する札幌稲北高校の場合、高校周辺にはまとまった

集落が無いことから、一般便の運行本数が少なく、登下校の需要に対応できない。 
 このため、４パターンの通学専用便により登下校の足を確保している。 
 これら通学専用便は、事業計画上は一般便のバリエーションとして運行しており、名称ど

おりの通学専用便ではない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登校 通学専用 通学専用通学専用 一般 一般 通学専用通学専用 一般 一般
第一鳥居前 7:30
西町北7 7:33 7:40
宮の沢駅 ｜ ｜ 7:40 8:05

手稲駅 7:45 7:51 ｜ 7:55 7:59 8:00 8:24 8:25
星置駅 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 8:05 ｜ ｜

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

稲北高校 7:58 8:06 8:08 8:08 8:10 8:13 8:15 8:35 8:34
3台 2台

下校 通学専用 通学専用通学専用通学専用 一般 通学専用 一般 一般 一般 一般 通学専用

稲北高校 15:30 15:35 15:40 15:40 15:40 15:45 15:58 16:15 17:18 18:40 18:45
｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ↓

星置駅 ↓ ↓ 15:50 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 18:55
手稲駅 15:43 15:48 15:53 15:52 15:58 16:12 16:33 17:32 18:52

宮の沢駅 16:09 16:45 19:10
西町北7
第一鳥居前

2台 1台 1台 1台 2台 1台  
図 1.2-5 札幌稲北高等学校の登下校時バス運行状況  

1.2.2. 高校生アンケート調査結果 

 
①調査対象高校の概要 
 
１）札幌開成高校 

回答者  １～２年生 １６０名 
（普通科３クラス×４０名，コズモサイエンス科１クラス×４０名） 

    通学区域 普通科：石狩第 3学区（札幌市のうち東区） 
         コズモサイエンス科：札幌市内全域 
 ２）新川高校 

回答者  １～２年生 １５３名 
（普通科４クラス×４０名 うち欠席者７名） 

    通学区域 石狩第 4学区（札幌市のうち北区並びに石狩市、当別町、新篠津村及び 
                厚田村の地域） 

石狩第 5学区（札幌市のうち中央区の一部、西区、手稲区） 
 
②回答者の居住地 
 
 いずれの高校とも高校が立地する区に居住する者が多い。 
 札幌開成高校は、東区＋北区で、札幌新川高校は、北区＋西区＋手稲区で全体の８割を占

めている。 
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13%
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居住地

北区

36%

中央区

10%

未回答

3%

西区

24%
東区

1%

手稲区

16%
市内他区

1%

石狩市

4%

その他市外

5%

中央区

北区

東区

西区

手稲区

市内他区

石狩市

その他市外

未回答

 
      札幌開成高校               札幌新川高校 

図 1.2-6 回答者の居住地 
 

【札幌稲北高校】 
全校生徒 約 1,000 人 石狩第５学区（手稲区） 
 
【一般便（４系統）】 
往路：手  稲 駅→稲北高校 ２便  

宮の沢駅→稲北高校 ９便  合計 １１便  
復路：稲北高校→手  稲 駅 ３便  

稲北高校→宮の沢駅 ５便  合計  ８便  

石狩第 5学区 


